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１ 目的 

  本研究は、経済協力開発機構（OECD）が提案するソーシャル・キャピタルの 4 つの領域が、

クラウドファンディングを通じて窮地に立たされている他者を支援したいという人々の意向に与

える影響を分析することを目的とする。 

２ 方法 

  一般市民を対象にアンケート調査を実施し、OECD が示す「個人的ネットワーク」「社会的ネ

ットワーク・サポート」「社会参加」「信頼と協調の規範」というソーシャル・キャピタルの 4つの

領域と、新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大下における人々の飲食店支援プロジェクト

への金銭的支援意向との間にある因果構造モデルを、共分散構造分析により推定した。 

３ 結果 

  分析の結果、「市民参加→クラウドファンディングの支援意向」「信頼と協調の規範→クラウド

ファンディングの支援意向」「個人的ネットワーク→社会的ネットワーク・サポート」「市民参加→

信頼と協調の規範」のパスには統計的に有意な正の関係が見られたが、「個人的ネットワーク→ク

ラウドファンディングの支援意向」「社会的ネットワーク・サポート→クラウドファンディングの

支援意向」のパスについては有意差が認められなかった。 

４ 結論 

  以上の分析結果から 3 つの知見を得ることができた。第 1 に、「市民参加」と「信頼と協調の

規範」という公的ソーシャル・キャピタルに該当する領域が、COVID-19の感染拡大下におけるク

ラウドファンディングを通じた飲食店の支援意向に正の影響を与えることが示唆された。第 2 に、

私的ソーシャル・キャピタルの構造的領域である「個人的ネットワーク」と、その成果や資源であ

る「社会的ネットワーク・サポート」が支援意向に正の影響を与えるという仮説は立証できなかっ

た。第 3に、私的ソーシャル・キャピタルの構造的側面である「個人的ネットワーク」が私的ソー

シャル・キャピタルの資源的側面である「社会的ネットワーク・サポート」に、公的ソーシャル・

キャピタルの構造的側面である「市民参加」が公的ソーシャル・キャピタルの資源的側面である「信

頼と協調の規範」に正の影響をもたらすことが明らかになった。本研究は、ソーシャル・キャピタ

ルの側面からクラウドファンディングの支援者予備軍の特徴を分析することで SDGsが掲げる「誰

ひとり取り残さない」（Leave No One Behind）社会の構築に向けた実践的示唆を与えるとともに、

クラウドファンディングの研究に学術的貢献をもたらすものであると考える。 
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